
 

                     令 和 ３年 度 年 間 報 告 
１ ＜成果指標と実績＞ 

＜成果指標と実績＞ 

成果指標 

 

初期値 

Ｒ５年 

目標値 

Ｒ３年 

実績（評価） 

①「家庭学習の中心」が「自分で必要 １年 

と判断した学習」である生徒の割合 ２年 

                 ３年 

39.7％ 

28.2％ 

76.5％ 

50％ 

60％ 

80％ 

35.9％( F ) 

31.6％( E ) 

76.5％( - ) 

②１週間の家庭学習時間の平均    １年 

                  ２年 

                                   ３年 

9.7h 

11.7h 

27.0h 

12.0h 

14.0h 

30.0h 

8.6h( F ) 

12.7h( C ) 

27.0h( - ) 

③自ら進んで授業に取り組む生徒の割 １年 

 合                ２年 

                                   ３年 

45.4％ 

32.3％ 

47.5％ 

50％ 

60％ 

70％ 

39.7％( F ) 

32.9％( E ) 

47.5％( - ) 

④授業内容等に興味があって学校を 

選択した生徒の割合 

 

23.0％ 

Ｒ６年 

50％ 

 

２ ＜年間の取組報告＞ 

榛原高校は、静岡県の本指定及び文部科学省委託事業「地域との協働による高等学校教育改革推進事業（グロ

ーカル型）」の指定（令和元～３年）を受け、地域と連携した教育活動を通して「地域についての認識を深め、グ

ローバルな視野を併せ持つ生徒の育成」を目標として活動に取り組む「ＨＡＦプロジェクト」（Haibara Achieving 

Futures Project）を推進してきた。希望者が参加する課外活動が多く、目標を広く達成していくために、さまざ

まな活動を教育課程内に位置付け、組織的・体系的に学校全体の取組としていくことが課題であった。 

今年度から学校設定教科「地域創造探究」を新設して、課外活動を教育課程内に取り込んだ学習プログラムの

開発や、活動の振り返りや評価方法の研究を行った。コロナ禍の制約下、可能な限りの取組を行い、成果をあげ

ることができた。 

３ ＜特徴的な取組＞ 

(1) 地域との協働による高等学校教育改革推進事業（グローカル型）による運営指導委員会・コンソーシアム

の体制を中心に、オンリーワン・ハイスクール（グローカル・ハイスクール）事業を推進・運営 

 ・文部科学省委託事業「地域との協働による高等学校教育改革推進事業（グローカル型）」の運営指導委員

会・コンソーシアム代表者委員会と学校運営協議会において、オンリーワン・ハイスクールにおける取組

について協議、評価を行った。学術機関、地元企業、行政関係者等からの指導助言に加え、生徒の研修等

の課外活動について協力・支援を受けることで、組織的・体系的指導を行うことができた。 

(2) 学校設定教科（科目）のプログラム開発、探究活動の実践及び評価方法についての研究 

 ・学校設定教科（科目）を教育課程内に設置し、１年生を対象とした「地域創造探究Ⅰ」を実践。カリキュ

ラム開発及び評価方法の研究を行った。「地域創造探究Ⅰ」での探究活動の成果をクラス及び学年において

発表し、その中から選ばれた代表が、牧之原市長に成果報告をオンラインで行った。 

・カリキュラムアドバイザーの静岡大学教育学部島田桂吾准教授に御指導いただき、カリキュラム開発会議

を５回実施した。 

・Glocal Academy代表理事岡本尚也氏による「探究」についての講演会(「これからの社会と自分と向き合

う力(何のために探究や課題研究をするのか)」)を実施した。 

県立榛原高等学校 

グローカル・ハイスクール「地域と連携した学校設定科目の研究」 
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(3) 学校設定教科「地域

創造探究」の実施 

ア 「地域創造探究Ⅰ」

で、地域の人材を活

用した取組を実施し

た。 

・対話・グラフィッ

ク研修(市民ファシ

リテーター) 

・市長講話(牧之原

市長) 

・企業人講話(地元

企業６社) 

・「地域の課題を知

る」出前講座(行政･

NPO法人･事業主等) 

イ 新型コロナ感染症の拡大により、矢崎部品株式会社、静岡空港、ＴＤＫへの訪問が中止となったが、１

年生の希望者が、企業フィールドワークとして、吉田町の株式会社ヤマザキを訪問した。工場を見学し、

事業内容の説明などを受けた。 

(4) グローバル研究 

ア グローバルな視野と国際感覚を育成ための、オンラインを活用した英語によるコミュニケーション活動

を実施した。 

・台湾高雄市立新荘高級中等学校との交流に３年生 37 人、雲林県福智高級中等学校との交流にグローカ

ル部９人が参加した。 

・デルタ航空職員、パイロットとの交流に２年生 38人が参加した。 

・３月 17日にシンガポール国立大学とのオンライン・グローバル講座を計画しており、40人程度が参加

する見込みである。 

イ 海外研修の代替として北海道研修、南九州研修を実施して、北海道 12人、南九州 20人が参加した。 

(5) 地域リーダー育成プロジェクトへの参画 

・牧之原市が主催する「地域リーダー育成プロジェクト」に、１・２年生 33人が参加し、同Ｂコース９人は

牧之原市長に活動報告を行った。 

(6) 外国語による言語活動の充実及び異文化理解の推進 

・イングリッシュキャンプを８月に３日間の日程で、国内在住の 12 人のネイティブ・スピーカーを講師と

して学校に招き実施し、66人の生徒が参加した。 

・全日制グローカル部が、定時制の外国籍の生徒との交流を行った。お互いが異文化について理解を深めた。 

(7) 高大連携の実施 

・静岡県立大学の職員、学生を講師に招いてのキャリアデザイン講演会を実施した。 

・連携協定を結んでいる静岡大学教育学部の講義を本校７人の教員が聴講し、研修した。 

・静岡大学教職大学院生を学校運営協議会の見学に受け入れた。 

４ ＜成果と課題＞ 

令和３年度から学校設定教科「地域創造探究」を設置することにより、体系的に活動を積み重ね、適切な評価

を行うことによって「自ら課題を設定し、他者と協働してより良い解決に向け主体的に判断し、表現する力を身

に付ける生徒」の育成に取り組んでいくことを実践して、一定の成果をあげることができたと考えている。地域

の外部人材を活用した対話を重視した活動を通して、生徒たちは協議するスキルやコミュニケーション能力を身

に付け、校内外でのさまざまな学習成果発表会等の経験を重ねることにより、思考力、表現力を高め、リーダー

としての資質を育成することができた。 

今後の課題は、そうした生徒の学習活動をいかに継続させ、そしてどのように深い学びに繋げていくかという

ことにある。次年度以降、学校設定教科（地域創造探究）実施・推進組織の改善、学校設定科目（地域創造探究

Ⅲ、発展地域創造）の設置及び評価方法の修正、学習プログラムの開発及び検証、パートナーシップで課題を解

決するための課題発見と課題解決型学習の実践を計画的に実施していくことで、継続して成果をあげていきたい。 


